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仙北市議会だより 2

２つの議案の撤回要請があり 議会運営委員会で撤回を決定！

一般会計補正額 1億2,625万4千円を可決 累計210億706万8千円に

−第4回（9月）定例会−

■第４回定例会で承認・可決・同意された議案
□専決処分の報告について（市道のくぼみでタイヤとホイールを

損傷した損害賠償の報告）
◇専決処分の承認について（７月の大雨による急を要する災害復

旧費の一般会計補正予算(第６号)の承認）
◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第７号）（大雨災害復旧

費(農業施設、林道他)）【初日採決】
◇仙北市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例制定について
◇仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定について（コンビニ

での証明書発行がスマホでも可能になる）
◇仙北市財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の一部を

改正する条例制定について（時価より低い価格で譲渡すること
ができる項目を追加）

◇仙北市角館駅前広場観光振興施設条例の一部を改正する条例制
定について（駅前駐輪場への電動キックボードの取扱いについ
て）

◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第８号）
◇令和５年度仙北市介護保険特別会計補正予算（第３号）（県か

らの補助金あり）
◇令和４年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について
◇令和４年度仙北市集中管理特別会計歳入歳出決算認定について
◇令和４年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて
◇令和４年度仙北市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて
◇令和４年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

◇令和４年度仙北市生保内財産区特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

◇令和４年度仙北市田沢財産区特別会計歳入歳出決算認定につい
て

◇令和４年度仙北市雲然財産区特別会計歳入歳出決算認定につい
て

◇令和４年度仙北市病院事業会計決算認定について
◇令和４年度仙北市温泉事業会計決算認定について
◇令和４年度仙北市水道事業会計決算認定について
◇令和４年度仙北市下水道事業会計決算認定について
◇仙北市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

（再任１名）【初日採決】
◇仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて

（新任３名　再任14名）【初日採決】
◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第９号）【最終日に追

加】
◇令和５年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算（第３号）

【最終日に追加】
◇令和５年度仙北市温泉事業会計補正予算（第１号）【最終日に

追加】
◇仙北市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める

ことについて（新任３名）【最終日に追加】
◆議員提出議案　大曲簡易裁判所につき裁判官の再配置を求める

意見書【最終日に追加】
◆議員提出議案　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意

見書【最終日に追加】

凡例 : 賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和5年 第4回 仙北市議会定例会（招集日：令和5年9月4日　最終日：9月29日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
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会
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無
会
派
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崎
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五
郎

門

脇

晃

幸

熊

谷

一
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岡
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子

髙

久

昭
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澤

田

雅

亮

中

村

和

彦

小
田
島
広
仁

西

宮

三

春

議案第９０号 令和５年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算 ( 第２号 ) 議案撤回

議案第９１号 令和５年度仙北市温泉事業会計補正予算（第１号） 議案撤回

議案第９２号 令和４年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について 9/29 認定 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛

議案第９４号 令和４年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 9/29 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第104号 仙北市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 9/4 同意 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第122号 令和５年度仙北市一般会計補正予算（第９号） 9/29 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第123号 令和５年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算 ( 第２号 ) 9/29 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第124号 令和５年度仙北市温泉事業会計補正予算 ( 第１号 ) 9/29 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和５年 第４回定例会が９月４日から９月 29 日まで 26 日間の会期で開催され、７月の大雨による災害の復旧や被災
者支援などを盛り込んだ令和５年度一般会計補正予算 ( 第６号、第７号、第８号 ) や令和４年度歳入歳出決算認定など、
39 件の議案すべてが可決・認定・同意されました。初日には、２つの議案が異例の撤回となりました。
　最終日には、追加議案として一般会計補正予算 ( 第９号 ) や議員提出議案の意見書が提出され、すべて可決されました。
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7月豪雨の災害復旧事業費 2億3,739万円を可決！早期復旧と支援を！

◆高齢難聴者補聴器購入費助成の増額補正について
質問　15 万円の増額補正であるが、今年度はこれで打ち切るのか。また、これまで助成した方には障害手帳の保有者は
いるのか。
答弁　当初予算は、３万円上限で 10 人分の 30 万円である。本定例会での５人分の増額補正で今年度の申請受付を終了す
る予定であるが、状況により財政課に相談したい。障害者は別の助成制度があるため対象外である。
◆低コスト技術等導入支援事業とは何か
質問　低コスト技術等導入支援事業費補助金の内容を伺う。また、対象となる農業者について伺う。
答弁　水稲を生産する農業者がスマート技術等を活用し、低コスト化を図るための農業用機械の導入を支援するもので、
導入機械は直進機能付きトラクター１台で、事業実施主体は角館地区の合同会社青柳農園である。
◆雪寒地域建設機械整備費及び社会資本整備総合交付金事業費のマイナス補正で影響はないか
質問　雪寒地域建設機械整備費△ 6,666 万円は、除雪ドーザー 2 台の購入ができなくなったようだが、だいぶ老朽化した
除雪機械を目にするが、今年度の除雪に支障は出ないのか。
答弁　市所有の除雪機械は老朽化が進んでおり、計画的に更新したいと考えているが、ここ数年国の交付金が不採択であ
る。除雪機が故障の際は、各地区にある予備車で対応可能であり、今年度の除雪に支障はない。
質問　社会資本整備総合交付金事業費△ 1 億 456 万円により、工事が中止となる道路改良等の事業は何か。
答弁　市道観光線及び市道荒屋敷下延線の舗装補修工事と、角館地区と白岩地区の流雪溝整備事業である。

被害種別 被害状況 被害額（見込み）

住宅被害 ・床上浸水（８棟）　・床下浸水（４９棟） －

農地等被害 ・農地の冠水・浸水・土砂堆積（約264.5ha）
・農業機械の浸水（1件） 5,185万1千円

農業施設被害

・水田畦畔の崩落等（78ヶ所）　
・小黒沢ため池損壊（1ヶ所）
・水路の損壊（66ヶ所）　
・農道の損壊（9ヶ所）　
・大沼農村広場・農道の橋（3ヶ所）　
・頭首工の損壊（7ヶ所）

8,653万2千円

林道被害 ・林道下高野線ほか（45路線）
※主に路面洗堀や路肩の崩落 5,074万1千円

公共土木施設被害 ・市道（2つの橋りょうを含む）（18路線）
・市管理河川（16河川） ※国、県に財政的支援を要請

予算常任委員会での主な質疑

７/14 ～ 16 の大雨による仙北市内の被害状況

■令和５年度一般会計補正予算(第６号・第７号・第８号・第９号)の主な事業
現年補助公共土木施設災害復旧事業費 1,650万円 大雨災害復旧 ( 黒森橋 ) 査定設計委託費など

公共土木施設災害復旧事業費 4,964万円 大雨災害復旧 ( 市道 12 路線、河川 11、橋梁 2、その他 6)

河川公園災害復旧事業費 463万円 大雨災害復旧 ( 桧木内河川公園、桜並木公園 )

農業用施設災害復旧事業費 5,008万円 大雨災害復旧 ( 大沼農村広場、農地・農業施設 203 ヶ所 )

現年補助災害復旧 ( 農業用 ) 事業費 5,523万円 大雨災害復旧 ( 小黒沢ため池 )

林業施設災害復旧事業費 4,910万円 大雨災害復旧 ( 林道 45 路線 )

現年補助災害復旧 ( 林道 ) 事業費 1,115万円 大雨災害復旧 ( 林道 堤沢線 )

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 15万円 当初予算 30 万円 (10 人分 ) を 5 人分増額補正

低コスト技術等導入支援事業費補助金 547万円 農業の省人化・低コスト化に必要な機械・設備の導入支援

角館婦人会からの寄付金を活用 300万円 ①角館中学校でパイプ椅子を購入　②角館小学校で電話設備を更新
③白岩小学校で学習アプリケーションを導入

雪寒地域建設機械整備費 △6,666万円 除雪ドーザ (2 台 ) を国の交付金で購入予定だったが不採択

社会資本整備総合交付金事業費 △1億456万円 道路の改良等を国の交付金で実施する予定だったが不採択
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【計画の概要】
旧角館総合病院管理棟を改修して本庁舎とする（仮称：角館上野庁舎）

（市長室、総務部、企画部、教育委員会、各行政委員会、議場を角館に移転） 令和 7 年９月

田沢湖・西木庁舎は市民センターを配置し出張所とする 令和 7 年 9 月
田沢湖第２庁舎、田沢湖総合開発センター、田沢湖保健センターは解体する 令和 8 年 4 月以降

【概算事業費及び財源】※旧角館総合病院の管理棟を本庁舎にすることで病院棟の解体も合併特例債を活用できる。
事　業　名 財　源 事業費総額 市の負担額 工　　　期

角館上野庁舎 ( 仮称 ) 改修工事 合併特例債 12.1 億円 4.1 億円 R6 年 10 月～ R7 年 9 月
旧角館総合病院 病院棟解体工事 合併特例債 5.6 億円 1.9 億円 R6 年 4 月～ R6 年 11 月
田沢湖庁舎 ( 出張所 ) 改修工事 合併特例債 0.5 億円 0.2 億円 R7 年 10 月～ R8 年 3 月
田沢湖第 2 庁舎等解体工事 過疎債 1.7 億円 0.5 億円 R8 年 4 月以降

合　　　　計 19.9 億円 6.7 億円

　９月定例会では令和４年度の決算についても審査されました。各常任委員会での分科会審査を経て、予算
常任委員会と本会議において各決算が賛成多数で認定されました。

令和４年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ②
形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰り越す
べき財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 22,996,091,000 22,444,706,015 551,384,985 19,391,000
531,993,985

33,083,173
498,910,812

特別会計 7,917,747,608 7,703,253,104 214,494,504 0
214,494,504

5,074,526
209,419,978

特
別
会
計
の
内
訳

集中管理 3,978,184,861 3,978,184,861 0 0
0

0
0

国民健康保険
事業勘定 2,862,955,745 2,703,850,809 159,104,936 0

159,104,936
△ 28,598,719

187,703,655

国民健康保険
神代診療施設 92,129,468 92,036,841 92,627 0

92,627
61,251

31,376

後期高齢者医療 348,291,346 348,290,546 800 0
800

△ 100,850
101,650

介護保険 465,990,163 465,795,070 195,093 0
195,093

115,000
80,093

生保内財産区 104,039,974 68,318,848 35,721,126 0
35,721,126

25,062,167
10,658,959

田沢財産区 53,444,362 35,096,894 18,347,468 0
18,347,468

9,214,405
9,133,063

雲沢財産区 12,711,689 11,679,235 1,032,454 0
1,032,454

△ 678,728
1,711,182

総　計 30,913,838,608 30,147,959,119 765,879,489 19,391,000
746,488,489

38,157,699
708,330,790

令
和
４
年
度

一
般
会
計
決
算

予
算
委
員
会
の
質
疑
か
ら

角館への本庁舎移転の方針が提案される！　市民に丁寧な説明を！　　

令和4年度 決算認定なる！
①歳入総額 229 億 9,609 万円　②歳出総額 224 億 4,470 万円　①－②収支 5 億 5,138 万円
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８
人
の
提
言

市長 非常に重要な地域組織であり組織率向上を強化したい

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

７
月
の
豪
雨
災
害
対
応

に
つ
い
て

質
問　

危
機
管
理
体
制
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

答
弁　

現
在
、
総
合
防
災
課
長
と

危
機
管
理
監
を
兼
務
し
て
い
る
。

総
合
防
災
課
長
は
、
総
合
防
災
課

内
の
職
務
の
統
括
を
行
い
、
危
機

監
理
監
は
、
各
部
局
と
の
連
携
、

危
機
管
理
の
統
括
と
そ
れ
ぞ
れ
の

職
務
が
別
れ
て
い
る
。
こ
の
二
役

の
職
務
遂
行
は
支
障
を
き
た
す
場

面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
兼

務
で
は
な
く
単
独
の
職
務
と
す
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

質
問　

初
動
と
連
絡
体
制
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

豪
雨
前
日
よ
り
災
害
連
絡

室
を
立
ち
上
げ
、
７
月
15
日
の
15

時
に
は
災
害
対
策
本
部
へ
格
上
げ

し
、
そ
の
後
の
情
報
収
集
、
様
々

な
情
報
発
信
を
行
い
、
市
民
の
避

難
行
動
へ
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

し
か
し
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
の

タ
イ
ム
ラ
グ
に
つ
い
て
、
で
き
る

限
り
改
善
で
き
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
し
て
い
る
。

質
問　

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い

て
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

被
災
し
た
入
見
内
川
や
刺

市
川
の
県
管
理
河
川
に
つ
い
て

は
、
早
期
河
川
改
修
事
業
の
完
成

を
要
望
し
、
地
下
道
の
冠
水
に
つ

態
調
査
等
を
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

答
弁
（
危
機
管
理
監
）　

家
庭
、

地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活

用
が
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
数

字
を
出
せ
る
調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
昨
年
、
生
保
内
中
学
校
の

学
年
登
山
が
悪
天
候
の
た
め
中

止
と
な
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
防
災
学
習
を
行
っ
た
。

　

生
徒
に
は
学
ん
だ
内
容
を
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
開
い
て
、
家
族
に
話

し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
政
連
絡
員
会
議
で
も

要
望
が
あ
れ
ば
地
域
の
集
落
会

館
等
に
配
布
す
る
な
ど
、
現
在
の

在
庫
数
を
有
効
活
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。（

澤
田 

雅
亮 

記
）

化
し
た
形
で
は
発
信
さ
れ
て
い
な

い
。ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て

質
問　

令
和
３
年
11
月
に
全
戸
に

配
布
さ
れ
、
２
年
し
か
経
っ
て
い

な
い
が
、
見
直
し
が
必
要
な
部
分

は
出
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁　

前
回
は
、
平
成
20
年
に
作

成
し
、
各
種
の
見
直
し
が
必
要
に

な
り
令
和
３
年
の
改
定
に
至
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
記
載
内
容
の
大

幅
な
見
直
し
や
、
県
か
ら
の
各
種

の
見
直
し
情
報
が
あ
れ
ば
改
定
の

検
討
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
市

民
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て

い
る
が
、
家
庭
で
の
利
活
用
の
実

い
て
は
、
排
水
能
力
を
超
え
る
流

入
量
が
あ
る
場
合
、
適
宜
、
通
行

止
め
対
応
を
し
て
い
く
。
ハ
ー
ド

面
で
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
で

も
住
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
必
要

性
に
つ
い
て

質
問　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
隣
近
所
で
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
む
「
共
助
」
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
仙
北
市
の
自
主

防
災
組
織
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁　

災
害
時
に
は
、
公
助
が
い

く
ま
で
自
分
達
の
命
を
守
っ
て
頂

く
「
自
助
」「
共
助
」
が
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
自
主
防
災

組
織
の
令
和
５
年
現
在
の
組
織
率

は
14
．
85
％
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

低
い
組
織
率
で
あ
る
が
、
７
月
豪

雨
の
際
は
、
被
害
情
報
を
頂
く
な

ど
と
て
も
重
要
な
地
域
組
織
で
あ

る
。
今
年
度
は
新
た
に
組
織
化
へ

の
相
談
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
組
織
率
向
上
を
強
化
し
た

い
。

質
問　

熊
の
目
撃
情
報
が
急
増
し

て
い
る
が
、
行
政
側
か
ら
自
主
防

災
組
織
に
熊
の
出
没
情
報
は
発
信

さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
危
機
管
理
監
）　

昨
今
、

熊
の
出
没
情
報
が
頻
繁
で
あ
る

が
、
行
政
連
絡
員
の
連
絡
網
に
特

自主防災組織の必要性について

■家族の命を守るために皆で
　見て欲しいハザードマップ

田
沢
湖
黒
沢
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
つ
い
て

質
問　

令
和
４
年
度
の
企
業
誘
致
対

策
事
業
費
に
お
け
る
企
業
誘
致
活
動

の
内
容
と
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
企
業
は
角
館
駅
前
に
２
社
が

認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
沢
工
業
団

地
の
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁　

東
京
に
あ
る
県
企
業
立
地
事

務
所
に
市
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
企

業
誘
致
に
向
け
た
最
前
線
で
活
動
し

て
い
る
。
黒
沢
工
業
団
地
に
は
今
の

と
こ
ろ
誘
致
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

な
い
。
企
業
懇
談
会
な
ど
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
活
動
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
通
じ
て
企
業
誘
致
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
の
農
事
組
合
法
人
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

令
和
４
年
度
に
農
事
組
合
法

人
等
へ
国
、
県
の
補
助
金
を
含
め
ど

の
位
の
支
援
を
し
た
の
か
伺
う
。

答
弁　

農
業
者
が
ス
マ
ー
ト
技
術
等

を
活
用
し
て
、
農
業
の
省
人
化
・
低

コ
ス
ト
化
に
必
要
な
機
械
・
設
備
の

導
入
に
１
／
２
以
内
の
支
援
が
あ
る
。

令
和
４
年
度
は
、
農
事
組
合
法
人
等

の
６
社
に
合
計
２
，
６
９
６
万
1
千

円
を
す
べ
て
県
の
補
助
事
業
で
支
援

し
て
い
る
。
導
入
し
た
機
械
は
、
直

進
機
能
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
（
１
台
）

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
（
２
台
）
直

進
田
植
え
機
（
２
台
）
収
量
コ
ン
バ

イ
ン
（
２
台
）
フ
レ
コ
ン
対
応
乾
燥

機
（
１
台
）
で
あ
る
。
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８
人
の
提
言

市長 積極的に情報収集し市民が利用しやすい窓口にしたい

公明党 熊 谷 一 夫 議員

全ての庁舎を「書かない窓口」に
するべきではないか

と
と
し
た
。

質
問　

総
事
業
費
19
．
６
億
円
の

う
ち
６
．
６
億
円
は
次
世
代
へ
の

借
金
と
な
り
、
負
担
が
さ
ら
に
大

き
く
な
る
。
ま
た
、
市
の
職
員
数

も
大
幅
に
減
少
す
る
の
に
、
角
館

に
二
つ
の
庁
舎
が
必
要
な
の
か
疑

問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
議
場
だ
け

を
田
沢
湖
庁
舎
に
残
す
意
図
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

30
年
後
に
は
角
館
庁
舎
一

つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
15
年
後
に
は
整
理
・
解
体

が
必
要
と
な
る
田
沢
湖
、
西
木
庁

舎
を
考
慮
す
る
と
、
財
政
的
に
最

も
有
利
な
手
法
で
旧
病
院
の
解
体

も
可
能
な
旧
管
理
棟
へ
の
角
館
本

庁
舎
移
転
が
必
要
で
あ
る
。
議

次
の
世
代
に
向
け
た
庁

舎
機
能
の
再
々
編
に
つ

い
て

質
問　

旧
角
館
総
合
病
院
管
理
棟

を
本
庁
舎
に
す
る
提
案
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
３
年
前
に
角
館
庁
舎

が
完
成
し
、
西
木
庁
舎
の
改
修
、

田
沢
湖
庁
舎
の
耐
震
補
強
や
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
を
行
っ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
市
民
か
ら
は
「
ハ
コ
モ

ノ
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
生
活
向

上
に
お
金
を
使
っ
て
。」
と
の
切

実
な
声
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
、

旧
病
院
棟
は
解
体
し
て
売
却
し
、

旧
管
理
棟
は
、
公
文
書
セ
ン
タ
ー

に
す
る
と
し
た
計
画
は
ど
う
な
っ

た
の
か
伺
う
。

答
弁　

合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
の
旧
角
館
総
合
病

院
の
解
体
と
本
庁
舎
に
す

る
旧
管
理
棟
の
改
修
は
、

30
年
後
の
将
来
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
行
政
機

構
を
構
築
す
る
た
め
で
あ

る
。
市
民
の
声
は
重
く
真

摯
に
受
け
止
め
、
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
最
大
限

努
力
す
る
。

　

ま
た
、
旧
病
院
棟
跡
地

は
売
却
額
よ
り
解
体
費
が

高
い
の
で
駐
車
場
に
す

る
。
公
文
書
セ
ン
タ
ー
は
、

検
討
委
員
会
で
見
送
る
こ

住
宅
被
害
が
多
か
っ
た
秋
田
市

で
は
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
罹
災
証
明
書
の
交
付
に

数
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。
本
市
の

罹
災
証
明
書
発
行
の
現
状
と
被

害
建
物
調
査
の
現
状
を
伺
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
現
地
調
査
計

画
の
策
定
は
万
全
な
の
か
伺
う
。

答
弁　

罹
災
証
明
書
は
11
件
発

行
し
た
。
被
害
建
物
調
査
は
93
件

実
施
し
た
。
ま
た
、
床
上
・
床
下

浸
水
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
、
家

屋
調
査
班
を
編
成
し
、
床
上
浸
水

世
帯
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

る
。

質
問　

大
規
模
な
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
状
況
で
、
罹
災
証

明
書
の
迅
速
な
発
行
と
職
員
の

業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
て
、
全

国
的
に
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
で

い
る
。
損
害
割
合
算
出
や
現
地
で

の
被
害
度
判
定
が
自
動
化
し
、
被

災
建
物
調
査
の
ば
ら
つ
き
も
防

止
で
き
る
優
れ
も
の
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
が
、
仙
北
市
で
の
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
が
、
仙
北
市
は
現
在
の
調
査
方

法
で
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。（

高
橋 

輝
彦 

記
）

場
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
抑
制
の

た
め
だ
っ
た
が
、
現
在
、
旧
管
理

棟
３
階
へ
の
設
置
を
調
整
し
て
い

る
。各

庁
舎
に
「
書
か
な
い

窓
口
」
の
開
設
を
！

質
問　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
う
え
で
、
将
来
的
に
は
来
庁

不
要
の
市
役
所
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
。

　

今
、
全
国
の
自
治
体
で
「
書
か

な
い
窓
口
」
が
増
え
て
い
る
。
各

種
申
請
書
の
記
入
が
不
要
で
、
市

民
は
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
、
職

員
の
事
務
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る

と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。
仙
北
市
も
各
庁
舎
で
「
書

か
な
い
窓
口
」
を
開
設
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁　
「
書
か
な
い
窓
口
」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
熟
考
し
、
当
市

で
は
、
窓
口
に
行
列
が
で
き
る
状

況
が
殆
ど
無
く
、
費
用
対
効
果
の

視
点
か
ら
導
入
を
見
送
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
今
後
、
他
市
町
村
の
取

り
組
み
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

市
民
が
利
用
し
や
す
い
窓
口
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
で
罹

災
証
明
書
交
付
の
迅
速

化
を
！

質
問　

７
月
中
旬
の
大
雨
に
よ
る

■本庁舎の移転が提案された
　旧角館総合病院管理棟 ( ３階建て )
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８
人
の
提
言

本
庁
舎
移
転
事
業
と
市
民

が
望
む
施
策
に
つ
い
て

質
問　

本
庁
舎
を
角
館
町
に
置
く

こ
と
で
、物
理
的
な
距
離
を
縮
め
、

職
員
の
移
動
時
間
等
に
お
け
る
時

間
外
手
当
の
削
減
や
災
害
時
等
の

ト
ラ
ブ
ル
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
、
本

庁
舎
移
転
が
解
決
策
に
な
る
の
か

伺
う
。

答
弁　

現
在
の
移
動
距
離
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
、
公
用
車
の
削
減
や

燃
料
費
、
移
動
時
間
で
生
じ
る
残

業
費
用
な
ど
、
概
算
で
年
間
約

６
５
０
万
円
以
上
の
削
減
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
職
員
の
通

勤
手
当
が
年
間
約
３
０
０
万
円
減

少
す
る
。
庁
舎
間
の
移
動
時
間
を

給
与
換
算
す
る
と
、
約
９
３
０
万

円
も
の
削
減
効
果
が
あ
る
。

質
問　

合
併
特
例
事
業
債
を
活
用

し
て
も
、
償
還
は
市
民
の
負
担
増

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
円
安
・
物

価
高
騰
に
よ
り
事
業
費
が
膨
ら
む

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

合
併
特
例
事
業
債
は
、
市

の
実
質
負
担
が
事
業
費
の
33
．

５
％
で
あ
り
、
市
民
の
負
担
は
増

え
る
が
、
今
回
の
提
案
は
、
財
政

的
に
最
も
有
利
な
手
法
で
、
課
題

で
あ
る
老
朽
化
施
設
の
改
修
や
解

体
が
可
能
で
あ
る
。
昨
今
の
物
価

高
騰
な
ど
、
あ
る
程
度
余
裕
を
持

上
の
基
金
で
均
等
割
り
を
無
料

化
で
き
な
い
か
。

答
弁　

市
の
国
保
制
度
は
国
・
県

か
ら
の
様
々
な
交
付
金
等
で
運

営
し
て
お
り
、
市
独
自
で
の
軽
減

措
置
は
、
交
付
金
等
の
減
額
査
定

対
象
と
な
り
、
結
果
的
に
財
政
を

悪
化
さ
せ
、
被
保
険
者
の
負
担
増

加
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
基
金

は
、
今
後
の
制
度
改
正
等
で
の
負

担
増
の
抑
制
に
計
画
的
に
活
用

し
て
い
く
。

体
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を

質
問　

今
年
は
猛
暑
日
が
続
き
、

体
育
館
で
の
運
動
中
に
体
調
を

崩
す
子
ど
も
た
ち
も
い
た
そ
う

だ
。
小
・
中
学
校
の
体
育
会
や
使

用
頻
度
の
高
い
市
立
体
育
館
、
武

道
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き

な
い
か
。

答
弁　

仙
北
市
内
の
体
育
館
は
、

ほ
と
ん
ど
断
熱
工
事
が
必
要
で

あ
り
、
１
体
育
館
最
低
で
も
５
，

０
０
０
万
円
が
必
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
経
年

劣
化
の
校
舎
が
多
く
、
学
校
適
正

配
置
の
方
向
性
も
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。
市
民
会
館
と
武
道
館

は
、
現
状
と
し
て
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

し
、
必
要
最
小
限
の
経
費
で
見
や

す
い
広
報
の
作
成
を
前
向
き
に
検

討
す
る
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
支
援
を

質
問　

学
校
給
食
は
、
食
育
と
い

う
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
全
国
的

に
も
無
償
化
の
自
治
体
が
倍
増
し

て
い
る
。
仙
北
市
も
無
償
化
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

小
・
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
に
は
、約
７
，

５
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
で
あ

る
。
国
で
も
学
校
給
食
費
無
償
化

の
具
体
的
方
策
を
打
ち
出
す
と
し

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
収
入
の
な
い
18
歳
以
下
は
、

全
国
的
に
無
料
化
の
動
き
が
顕
著

で
あ
る
。
仙
北
市
で
も
６
億
円
以

た
せ
た
事
業
費
で
あ
る
。

質
問　

地
域
公
共
交
通
は
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
策
定

に
至
っ
た
が
、
田
沢
湖
～
角
館
間

の
移
動
手
段
と
し
て
、
利
便
性
の

良
い
交
通
手
段
を
実
現
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

田
沢
湖
と
角
館
間
の
バ
ス

路
線
が
廃
止
と
な
っ
た
影
響
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
、
市
民
バ

ス
の
向
生
保
内
線
た
っ
こ
ち
ゃ
ん

バ
ス
を
刺
巻
駅
ま
で
延
伸
し
て
い

る
。
今
後
も
、
デ
マ
ン
ド
化
に
よ

る
運
行
範
囲
拡
大
を
検
討
す
る
な

ど
、
市
民
の
使
い
勝
手
の
良
い
公

共
交
通
機
関
の
整
備
に
努
め
た

い
。

質
問　

市
の
財
政
の
厳
し
さ
は
、

発
行
が
月
１
回
に
な
り
、
白
黒

印
刷
と
な
っ
た
「
広
報
せ
ん
ぼ

く
」
に
も
見
て
取
れ
る
。「
月
１

回
な
ら
見
や
す
い
カ
ラ
ー
に
し
て

く
れ
。」
と
の
市
民
の
声
に
応
え

て
く
れ
な
い

か
。

答
弁　

来
年

度
に
向
け
て

モ
ノ
ク
ロ
２

色
、
フ
ル
カ

ラ
ー
な
ど
の

印
刷
方
法
や

紙
・
イ
ン
ク

等
の
価
格
状

況
を
確
認

市長 必要最小限の経費で
見やすい広報にするため前向きに検討したい

日本共産党 平 岡 裕 子 議員

白黒印刷の「広報せんぼく」を
見やすい広報にする気はないか

■来年度にはカラー印刷復活が期待の
　「広報せんぼく」
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８
人
の
提
言

教育長 市関係部局と補助制度を検討する会を立ち上げ、
何らかの形で補助する体制を整えたい

療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
地

域
医
療
連
携
強
化
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

質
問　

医
療
体
制
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
二
つ
の
市
立
病
院

経
営
の
さ
ら
な
る
経
営
改
善
が
求

め
ら
れ
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
を
受
け
、「
経
営
・
財
務

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」
を
実

施
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
変
化

が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
か
。　

答
弁　

病
院
で
働
く
す
べ
て
の
職

種
で
、
現
状
や
課
題
、
目
標
な
ど

を
共
有
で
き
、
意
識
改
革
が
進
ん

で
い
る
。
両
病
院
の
役
割
や
機
能

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
し
て
継

続
的
な
連
携
が
で
き
て
い
る
。

二
十
歳
の
集
い
に
つ
い
て

質
問　

対
象
と
な
る
方
へ
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
、
は
が
き
で
の
案

内
を
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺

う
。　

答
弁
（
教
育
長
）　

来
年
の
対
象

者
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
と
も

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

当
日
、
都
合
に
よ
り
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
や
家
族
の
方
、

多
く
の
市
民
の
方
と
祝
福
を
一
緒

に
す
る
上
で
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
し

て
は
ど
う
か
。　

答
弁
（
教
育
長
）　

来
年
度
の
実

行
委
員
会
の
方
に
も
話
し
を
し
て

い
き
た
い
。

頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を

応
援
し
よ
う

質
問　

市
内
小
中
学
校
の
部
活
動

や
ス
ポ
少
で
は
、
上
位
大
会
に
進

出
す
る
際
、
市
か
ら
補
助
金
が
出

さ
れ
る
が
、
ス
ポ
少
に
登
録
し
て

い
な
い
競
技
団
体
に
は
何
も
な
い

状
況
に
あ
る
。
市
内
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
で
あ
る
の
で
、
公
平
性

を
も
っ
て
、
応
援
・
支
援
す
る
補

助
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁
（
教
育
長
） 

子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
市

関
係
部
局
と
補
助
制
度
を
検
討
す

る
会
を
立
ち
上
げ
、
何
ら
か
の
形

で
補
助
す
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
。

医
療
に
つ
い
て

質
問　

一
般
的
な
入
院
・
治
療
を

完
結
で
き
る
圏
域
と
し
て
、
現
行

の
８
医
療
圏
か
ら
、
県
北
、
中

央
、
県
南
の
３
医
療
圏
に
再
編
さ

れ
る
。
本
市
の
医
療
体
制
に
変
化

は
出
て
く
る
の
か
伺
う
。　

答
弁　

県
の
指
針
で
は
、
人
口
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
医
療
提
供

体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
再
編
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
紹
介
等
に
関

し
て
は
症
状
や
状
態
、
搬
送
の
時

間
を
考
え
る
と
当
面
は
現
状
の
ま

ま
と
考
え
る
。
安
心
・
安
全
な
医

旬
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
・
ト

イ
レ
清
掃
な
ど
、
週
２
・
３
回
の

頻
度
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
現

場
や
作
業
の
確
認
を
随
時
行
っ

て
い
く
。

質
問　

仙
北
市
公
園
長
寿
命
計

画
の
内
容
を
伺
う
。

答
弁　

具
体
的
に
は
、
公
園
施
設

の
健
全
度
を
調
査
し
、
必
要
な
修

繕
、
改
築
の
工
法
や
時
期
を
検
討

し
て
、
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
平
岡 

裕
子 

記
）

公
園
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

質
問　

公
園
は
老
若
男
女
問
わ
ず

憩
い
の
場
と
し
て
愛
さ
れ
る
場
所

で
あ
る
。
草
刈
り
が
し
っ
か
り
さ

れ
て
い
る
所
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で

な
い
所
も
あ
る
。
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
草
刈
り
藪

払
い
等
の
作
業
が
必
要
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

答
弁　

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
か
に
得
る
の
か
、
得
や
す
く
で

き
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
質
問　

生
保
内
公
園

の
環
境
整
備
が
不
十

分
で
、
ス
テ
ー
ジ
周

辺
に
草
が
生
い
茂
っ

て
い
る
状
態
を
、
５

月
と
８
月
に
見
か
け

た
。
近
隣
の
方
々
や
、

だ
し
の
こ
園
の
子
ど

も
た
ち
が
遊
び
に

行
っ
た
り
す
る
場
面

を
見
て
い
る
。
状
況

を
確
認
し
て
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　

例
年
４
月
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
公
園
施
設
維

持
管
理
業
務
委
託
契

約
を
し
て
、
11
月
上

田 口 寿 宜 議員

頑張る子どもたちを応援する
補助制度の見直しを

■何回も訪れたくなる公園整備を求めたい ( 写真は生保内公園 )
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８
人
の
提
言

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
農
家
へ
の

市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
ど
う

か
。

答
弁　

当
市
は
、
県
事
業
の
夢
あ

る
園
芸
産
地
創
造
事
業
費
補
助
金

へ
の
か
さ
上
げ
や
、
県
事
業
対
象

外
の
取
り
組
み
に
、
市
単
独
の
補

助
金
を
交
付
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
と
の
連
携
協
定
に
よ

り
、
本
市
の
農
業
振
興
及
び
雇
用

創
出
の
効
果
が
あ
る
。

　

今
期
、
先
行
し
て
夏
イ
チ
ゴ
栽

培
に
取
り
組
ん
だ
生
産
者
は
、
標

準
以
上
の
収
穫
量
が
あ
り
、
全
量

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
が
高
単

価
で
買
い
取
る
こ
と
か
ら
、
所
得

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
主
催
の
研
修
に
は
企

画
の
段
階
か
ら
参
加
し
、
栽
培
ハ

ウ
ス
で
の
現
地
説
明
会
や
角
館

庁
舎
で
の
就
農
勉
強
会
な
ど
を

開
催
し
、
参
加
農
家

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
議
会

に
つ
い
て

質
問　

子
ど
も
議
会

を
毎
年
開
催
で
き
な

い
か
。
さ
ら
に
、
中
・

高
生
に
よ
る
少
年
議

会
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
議
会
で
出
た

仙
北
市
の
防
災
対
応
の

体
制
に
つ
い
て

質
問　

①
７
月
の
大
雨
の
防
災
対

応
に
問
題
点
は
な
か
っ
た
か
。
②

避
難
指
示
等
の
情
報
伝
達
は
問
題

な
か
っ
た
の
か
。
③
危
機
管
理
監

が
兼
務
で
支
障
は
な
か
っ
た
の

か
。
危
機
管
理
監
は
、
単
独
で
配

置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

①
下
延
地
区
へ
の
情
報
発

信
の
遅
れ
は
大
き
な
反
省
点
で
あ

り
、
防
災
体
制
の
見
直
し
協
議
を

行
っ
た
。
②
情
報
収
集
、
防
災
無

線
等
の
情
報
発
信
の
処
理
に
追
わ

れ
、
市
民
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達

が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
改
善
す

る
。
③
危
機
管
理
監
の
兼
務
の
支

障
は
、
業
務
が
集
中
し
た
こ
と
で

あ
る
。
危
機
管
理
を
統
括
す
る
管

理
職
と
課
長
職
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

二
役
の
職
務
遂
行
は
支
障
と
な
り

得
る
た
め
、
危
機
管
理
監
の
単
独

で
の
職
務
を
検
討
す
る
。

農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

質
問　

県
で
も
土
地
利
用
型
の
稲

作
か
ら
園
芸
作
物
へ
と
進
め
て
い

る
が
当
市
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。
ま
た
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
栽
培
を

す
る
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
と

結
ん
で
い
る
連
携
協
定
の
効
果
は

出
て
い
る
の
か
。
県
主
催
の
研
修

度
重
な
る
行
政
事
務
の

ミ
ス
に
つ
い
て

質
問　

度
重
な
る
行
政
事
務
の

ミ
ス
に
最
高
責
任
者
の
市
長
は

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

関
係
す
る
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
引
継
ぎ

漏
れ
や
誤
認
、
理
解
不
足
な
ど
が

重
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
、
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る

た
め
の
新
た
な
研
修
等
に
よ
る

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

質
問　

本
定
例
会
初
日
の
い
き

な
り
の
議
案
取
り
下
げ
に
つ
い

て
、
生
保
内
財
産
区
が
議
決
し
て

い
な
い
お
金
を
、
勝
手
に
補
正
予

算
と
し
て
議
会
に
提
案
す
る
な

ど
あ
り
得
な
い
ル
ー
ル
だ
。
財
産

区
の
管
理
会
に
出
席
し
た
副
市

長
は
ど
の
よ
う
な
認
識
な
の
か
。

答
弁
（
副
市
長
）　

私
の
認
識
が

薄
く
、
議
案
を
取
り
下
げ
る
運
び

に
な
り
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

答
弁　

議
案
の
取
り
下
げ
と
い

う
異
例
の
対
応
の
責
任
は
、
市
当

局
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
私
に
あ
り
、

今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
再
発
防
止
に
努

め
る
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

課
題
を
具
体
的
か
つ
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
な
い
の
か
伺
う
。

　
答
弁
（
教
育
長
）　

３
年
に
１
回

の
開
催
で
は
子
ど
も
の
市
政
参
画

意
識
を
高
め
て
い
く
に
は
不
足
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
毎
年

２
回
の
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
中
・
高
生
に
よ
る
少

年
議
会
は
、
高
校
生
の
負
担
が
大

き
く
、
本
市
に
お
い
て
計
画
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
遊
佐

町
等
の
情
報
を
収
集
し
、
実
現
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

 

ま
た
、
子
ど
も
議
会
の
提
案
の

具
現
化
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
市
当

局
に
も
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
良
い
提
案
に
は
、

担
当
課
で
予
算
化
し
、
事
業
の
実

現
を
図
る
こ
と
に
賛
同
を
得
て
い

る
。

副市長 私の認識が薄く、
議案を取り下げることになり申し訳ありません

荒 木 田 俊 一 議員

初日の議案の取り下げは
あり得ないことではないか

■ 1/11 開催の第４回子ども議会に
　小中学校の代表 24 人が参加



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 10

８
人
の
提
言

市
の
財
源
確
保
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
、
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
国
、
県
補
助
金
等

の
財
政
措
置
を
最
大
限
活
用
し
て

い
く
。

質
問　

市
長
公
用
車
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
代
替
公

用
車
を
使
い
、
そ
の
分
を
市
民
生

活
に
回
す
と
い
う
考
え
は
な
い
の

か
伺
う
。

答
弁　

現
在
使
用
し
て
い
る
公
用

車
は
14
年
を
経
過
し
て
い
る
。
先

日
故
障
し
、
代
替
車
を
利
用
し
て

い
た
が
、
修
理
し
乗
り
続
け
て
い

る
。
市
長
公
用
車
の
購
入
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　

公
用
車
の
台
数
を
減
ら
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
経
費
に
つ
い
て

は
圧
縮
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て

い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て

質
問　

市
民
の
要
望
や
問
題
解
決

に
つ
い
て
「
す
ぐ
や
る
課
」
的
な

部
門
を
作
っ
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
が
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を

増
や
し
、
市
民
の
た
め
に
頑
張
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

市
民
セ
ン

タ
ー
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
で
き
れ

ば
市
民
の
声
に
す
ぐ
対
応
で
き
る

と
は
思
う
が
、
現
実
的
に
今
は
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。

財
源
確
保
・
予
算
執
行

に
つ
い
て

質
問　

財
源
確
保
、
予
算
執
行
に

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
級

の
効
果
を
求
め
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
お
り
、
歳
出
で
は
事
務
事

業
の
見
直
し
、
公
営
企
業
の
健
全

化
、
人
件
費
の
抑
制
等
に
よ
る
経

費
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、
将
来

の
課
題
解
決
に
繋
が
る
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
劇
的
に
改

善
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
は
言

え
ず
、
今
後
も
厳
し
い
運
営
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
真

に
必
要
な
も
の
に
は
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
つ
つ
、
財
政
調
整
基
金

残
高
を
確
保
し
た
上
で
、
安
定
し

た
財
政
運
営
が
で
き
る
状
況
を
整

え
、
市
民
生
活
に
寄
り
添
う
、
市

民
の
立
場
に
立
っ
た
仙
北
市
政
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

10
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
寄
付
額

減
少
の
可
能
性
が
あ
り
、
代
替
財

源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
含
め
、
交
流
人
口
の

増
加
に
よ
る
、
市
内
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
こ
と
が
企
業
の
強

化
、個
人
の
所
得
向
上
に
繋
が
り
、

換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

伺
う
。

答
弁
（
建
設
部
長
）　

高
欄
自
体

の
交
換
だ
け
で
も
多
額
の
予
算

が
必
要
に
な
る
。
令
和
９
年
頃
に

は
横
町
橋
の
補
修
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
時
に
交
換
す
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
損
傷
の
激
し

い
と
こ
ろ
を
数
カ
所
確
認
済
み

な
の
で
、
部
分
的
に
交
換
補
修
す

る
形
と
な
る
。（

小
田
島 

広
仁 

記
）

　

今
年
度
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に

１
２
０
万
円
の
地
域
振
興
費
を
予

算
化
し
て
お
り
、
拡
充
と
い
う
事

務
評
価
が
出
て
い
る
が
、
人
事
配

置
に
つ
い
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
に
な
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

橋
梁
工
事
に
つ
い
て

質
問　

下
延
大
瀬
蔵
野
橋
が
新
設

さ
れ
た
が
、
費
用
対
効
果
、
県
道

の
連
結
等
、
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　

費
用
対
効
果
、
利

用
状
況
等
の
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
。

架
け
替
え
に
よ
り

橋
梁
の
幅
員
が
広
が

り
、
対
面
交
通
が
可

能
に
な
り
、
安
全
面

で
十
分
向
上
し
た
と

考
え
て
い
る
。

　

県
道
ま
で
の
連
結

に
つ
い
て
は
再
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

質
問　

横
町
橋
は
桜

の
花
見
時
期
に
は
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
た
く
さ
ん
の
観

光
客
が
写
真
を
撮
ら

れ
て
い
る
。
片
側
だ

け
で
も
欄
干
を
取
り

建設部長 予算の関係で、今のところは部分的な交換補修で対応する

髙 久 昭 二 議員

横町橋の欄干の取り換えができないのか

■大規模改修は令和９年頃になる見込みの横町橋



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより11

８
人
の
提
言

７
月
中
旬
の
大
雨
災
害

に
つ
い
て

質
問　

大
雨
の
被
害
に
対
し
て
、

国
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
い
く
と
言
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺

う
。

答
弁　

災
害
復
旧
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
は
、
黒
森
橋
の
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
を
申
請
し
て

お
り
、
災
害
査
定
を
受
け
て
か
ら

本
格
的
な
復
旧
作
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
入
見
内
川
、
刺
市
川
な

ど
県
管
理
河
川
の
改
修
事
業
は
、

早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
く
。
大

沼
農
村
公
園
の
法
面
復
旧
工
事
は

９
月
中
旬
頃
の
発
注
を
目
指
し
、

設
計
積
算
中
で
あ
る
。

　

小
黒
沢
た
め
池
の
復
旧
に
つ
い

て
は
、
10
月
上
旬
に
国
の
災
害
査

定
を
受
け
た
後
、
11
月
上
旬
に
工

心
で
き
る
の
か
、
快
適
に
過
ご
せ

る
の
か
、
健
康
を
害
さ
な
い
で
避

難
で
き
る
の
か
、
な
ど
を
考
え
て

環
境
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　

各
避
難
所
の
ト
イ
レ
は
、
使
用

可
能
だ
が
、
西
長
野
交
流
セ
ン

タ
ー
は
和
式
で
利
用
し
づ
ら
い

と
の
要
望
が
あ
り
、
簡
易
洋
式
便

座
を
準
備
し
て
い
る
。
冷
暖
房
機

器
に
関
し
て
は
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
や
暖

房
機
器
が
不
足
し
て
い
る
避
難

所
は
、
状
況
に
応
じ
て
扇
風
機
や

ス
ト
ー
ブ
で
対
応
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
冷
房
機
器
の
不
足
し

て
い
る
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
整

備
に
多
額
の
経
費
が
必
要
だ
が
、

今
年
の
猛
暑
の
実
例
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

　

飲
み
水
等
の
設
備
に
関
し
て

も
、
避
難
所
に
よ
っ
て
使
用
で
き

な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避

難
所
開
設
後
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
飲
料
水
を
搬
入
し
て
対

応
し
た
い
。
７
月
の
庁
内
会
議
で

も
、
避
難
所
に
つ
い
て
改
善
要
望

が
出
さ
れ
た
の
で
、
早
急
に
改
善

し
、
避
難
所
を
利
用
さ
れ
る
方
々

の
ご
不
便
を
解
消
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
村 

和
彦 

記
）

代
議
士
や
県
議
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
そ
う
い
っ
た
要
望
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
の
災
害
対
策
等
検
討
会

議
を
開
催
し
改
善
点
を
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
今
後
の
災
害
対
応
に

活
か
す
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
活
か
す
の
か
伺
う
。

答
弁　

検
討
会
議
に
は
、
各
部
局

か
ら
様
々
な
改
善
点
や
検
討
課
題

が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
現

状
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
避
難
所

の
表
示
看
板
作
成
や
備
蓄
品
保
管

場
所
に
つ
い
て
は
、
実
施
済
み
で

あ
る
。
桧
木
内
小
学
校
体
育
館
へ

の
電
話
回
線
設
置
に
つ
い
て
も
現

在
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
改
善
点
に
つ
い
て

は
、
庁
内
検
討
を
重
ね
今
後
に
備

え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
備
蓄
品

の
保
管
場
所
は
、
西
木
庁
舎
の
大

型
車
庫
に
、
主
に
食
料
品
と
避
難

所
で
使
う
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を

集
約
し
て
い
る
。

質
問　

市
内
12
か
所
の
避
難
所
に

つ
い
て
、
ト
イ
レ
、
冷
暖
房
、
飲

み
水
等
の
設
備
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

先
日
の
災
害
対
策
等
検

討
会
議
の
中
で
も
検
証
が
あ
り
、

ク
ー
ラ
ー
が
無
い
、
ト
イ
レ
が
ま

だ
和
式
で
あ
る
な
ど
様
々
な
環
境

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
自

分
の
家
族
が
そ
こ
に
避
難
し
て
安

事
発
注
し
て
、
年
度
内
完
成
を
目

指
す
。
市
単
独
林
道
45
路
線
に
つ

い
て
は
、
測
量
設
計
業
務
を
委
託

中
で
、10
月
中
旬
に
工
事
発
注
し
、

年
内
完
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
、農
地
・

農
業
用
施
設
小
規
模
災
害
復
旧
費

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
申

請
の
詳
細
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
掲
載
予
定
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
元
に
戻
す
だ

け
で
は
、
同
じ
よ
う
な
豪
雨
が
来

た
際
は
ま
た
同
じ
被
害
が
起
き
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら

な
い
よ
う
な
復
旧
・
復
興
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
近
の
仙
北
市
の
豪
雨
災
害
を

見
る
と
、
必
ず
入
見
内
川
と
い
う

名
前
が
出
て
く
る
の
で
、
具
体
的

に
自
治
体
の
方
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
よ
う
な
絵
を
描
き
、
地
元
の

市長 同じような災害が発生しないような復旧・復興に努める

大雨による災害復旧について
どう取り組むのか

蒼生会 青 柳 宗 五 郎 議員

■抜本的な改修が待たれる入見内川



こ
こ
が
聞
き
た
い
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８
人
の
提
言

市
民
の
命
を
守
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

質
問　

７
月
15
日
の
大
雨
に
よ
る

入
見
内
川
氾
濫
に
よ
り
下
延
地
区

に
発
令
し
た
最
高
レ
ベ
ル
５
の

「
緊
急
安
全
確
保
」
が
発
令
さ
れ

た
が
、
住
民
に
伝
え
る
の
が
40
分

遅
れ
た
原
因
が
情
報
の
錯
綜
と
の

こ
と
だ
が
、
異
常
時
に
情
報
が
錯

綜
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
原
因
は
角
館
庁
舎
が

完
成
し
て
、
新
た
な
分
庁
舎
体
制

で
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と
で
は
な
い
か
。

答
弁　

下
延
地
区
へ
の
情
報
伝
達

が
遅
れ
た
こ
と
と
、
議
会
へ
の
説

明
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
た
い
。

答
弁
（
危
機
管
理
監
）
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
り
２
年
間
、
大
規
模
な
訓
練

を
行
っ
て
い
な
い
。
来
年
度
に
大

質
問　

角
館
庁
舎
に
隣
接
す
る

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
を
改
修
・
増
築
な

ど
し
て
一
体
的
な
本
庁
舎
に
す
る

こ
と
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

両
施
設
と
も
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
お
り
庁
舎

に
し
た
場
合
、
代
替
施
設
の
建
設

と
駐
車
場
の
拡
張
も
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
に
難
し
い

と
判
断
し
た
。
そ
の
点
、
旧
角
館

病
院
跡
地
の
活
用
で
あ
れ
ば
、
駐

車
場
整
備
や
解
体
に
も
合
併
特

例
債
を
充
当
で
き
る
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

質
問　

本
定
例
会
の
一
般
質
問

で
は
、
こ
の
庁
舎
機
能
の
再
々
編

に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ
り
、

そ
の
中
で
市
長
が
答
弁
し
た
、
田

沢
湖
庁
舎
と
西
木
庁
舎
は
15
年

後
に
は
解
体
し
、
さ
ら
に
人
口
及

び
市
の
職
員
数
も
減
少
す
る
30

年
後
に
は
旧
角
館
病
院
管
理
棟

を
改
修
し
た
角
館
上
野
庁
舎
も

解
体
し
て
、
現
角
館
庁
舎
の
一
つ

に
ま
と
ま
る
と
し
た
将
来
像
を

市
民
へ
の
説
明
資
料
に
も
盛
り

込
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁　

最
終
的
に
は
現
在
の
角

館
庁
舎
に
統
合
を
前
提
と
し
て
、

田
沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁
舎
は
15
年

後
に
解
体
す
る
と
い
う
絵
を
描

い
て
い
る
。

（
荒
木
田 

俊
一 

記
）

盆
、
お
祭
り
過
ぎ
の
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
急
増
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
市
民
の
感
染
予
防
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、「
コ
ロ
ナ
感

染
警
報
」を
発
令
す
る
な
ど
し
て
、

市
民
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁　

感
染
す
る
児
童
、
生
徒
も

増
え
て
お
り
学
校
閉
鎖
、
学
級
閉

鎖
の
措
置
を
し
て
い
る
。
県
や
大

仙
保
健
所
等
の
関
係
機
関
と
も
連

携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
感
染
を

防
止
す
る
た
め
の
日
頃
の
行
動
を

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
仙
北
市
に
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

旧
角
館
総
合
病
院
管
理
棟

に
本
庁
舎
機
能
を
移
転
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
田
沢
湖
・
西
木
庁

舎
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
な
れ

ば
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
加
を
生

ま
な
い
の
か
。

答
弁　

田
沢
湖
庁
舎
は
、
１
階
の

み
の
使
用
で
２
階
は
貸
し
付
け
る

予
定
で
あ
り
、
現
在
の
４
割
は
削

減
で
き
る
。
西
木
庁
舎
は
、
ほ
ぼ

現
在
の
ま
ま
で
あ
る
。
通
勤
手
当

等
の
削
減
を
加
味
す
る
と
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
は
約
２
６
０
万
円
の

増
加
と
試
算
し
て
い
る
が
、
増
加

分
を
縮
小
で
き
る
よ
う
に
使
用
方

法
の
見
直
し
等
を
随
時
進
め
て
い

き
た
い
。

曲
仙
北
地
区
の
大
規
模
な
防
災
訓

練
が
仙
北
市
で
開
催
さ
れ
る
の

で
、
有
効
な
訓
練
に
し
た
い
。

質
問　

今
年
は
人
里
で
の
ク
マ
の

目
撃
件
数
が
多
く
、
人
身
被
害
も

仙
北
市
で
過
去
最
高
の
６
件
発
生

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ク
マ
か
ら

市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
選
り
す

ぐ
り
の
市
の
職
員
数
名
に
狩
猟
免

許
を
取
得
さ
せ
、
目
撃
情
報
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
「
有
害

鳥
獣
対
策
特
殊
部
隊
」
を
市
役
所

内
に
結
成
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

猟
友
会
の
高
齢
化
や
減
少

は
切
実
な
状
況
で
あ
り
、
猟
友
会

と
相
談
し
な
が
ら
会
員
の
確
保
・

育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
我
こ
そ
は

と
い
う
市
の
職
員
の
応
募
が
で
て

く
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

仙
北
市
に
お
い
て
、
お

市長 最終的には角館庁舎にまとめ
田沢湖・西木庁舎は 15 年後に解体する

蒼生会 高 橋 輝 彦 議員

最終的な庁舎の将来像を
市民に示すべきではないか

■クマに引き裂かれたホールクロップ
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■令和5年度　総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算　主な内容
災害対策総務費 117万円 災害対策本部の防災服購入費

教育留学推進事業費 9万円 探求型学習短期留学へ参加する都会の子どもたちの共通経費等

交流センター管理運営費 157万円 交流センターの暖房設備の修繕費等

小学校保健特別対策事業費 585万円 小学校での新型コロナ感染予防対策の換気、除菌等に係る備品等の購入

中学校保健特別対策事業費 450万円 中学校での新型コロナ感染予防対策の換気、除菌等に係る備品等の購入

小学校管理費 ( 白岩小学校 ) 102万円 児童の学力向上を図るための学習アプリケーションの導入経費

小学校管理費 ( 角館小学校 ) 102万円 電話設備の更新経費

中学校管理費 ( 角館中学校 ) 103万円 体育館で使用するパイプ椅子の購入

市民会館管理運営費 2万円 危険物取扱者乙類第４種の資格取得経費

災
害
対
策
本
部
の
防
災
服
購
入
に
つ

い
て

質
問　

防
災
服
の
購
入
に
つ
い
て
、
購
入
の
経
緯

と
対
象
者
に
つ
い
て
。

答
弁　

７
月
の
豪
雨
時
の
災
害
対
策
本
部
に
お
い

て
各
部
局
員
が
バ
ラ
バ
ラ
の
作
業
着
で
他
機
関
と

市
職
員
本
部
員
の
区
別
が
つ
か
な
い
な
ど
の
弊
害

が
あ
っ
た
。

　

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
頻
発
化
等
、
対
策
本
部

設
置
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
と
、
県

や
国
へ
の
要
望
時
の
会
議
な
ど
で
防
災
服
の
着
用

を
指
定
さ
れ
る
場
面
が
多
々
あ
る
た
め
、
災
害
対

策
本
部
員
の
防
災
服
を
購
入
し
た
い
。

市
民
会
館
の
危
険
物
取
扱
者
の
資
格

取
得
に
つ
い
て

質
問　

管
理
運
営
費
に
つ
い
て
、
消
防
の
立
ち
入

り
検
査
で
危
険
物
取
扱
の
資
格
が
必
要
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
弁　

冷
暖
房
を
動
か
す
冷
温
水
発
生
機
が
重
油

を
使
っ
て
お
り
、
地
下
タ
ン
ク
の
容
量
が
５
，
０

０
０
ℓ
で
あ
り
、
危
険
物
取
扱
者
乙
類
第
４
種
の

資
格
が
必
要
と
な
り
、
今
回
の
補
正
は
そ
の
受
験

に
か
か
る
費
用
と
な
る
。
人
事
異
動
で
資
格
の
な

い
職
員
が
配
置
さ
れ
た
場
合
、
新
た
に
資
格
を
取

り
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　９月定例会の総務文教常任委員会では、仙北市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく「仙北市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例制定について（マイナンバー法）」、「仙北市財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の一部を改正
する条例制定について」、令和４年度の決算認定、令和５年度の補正予算などについて審査されました。
　補正予算では、災害対策総務費や補正財源のあり方などについて議論されました。

今年度も全小・中学校に
新型コロナ感染予防対策用品を一斉配備

令和４年度
一般会計歳入歳出決算認定審査の質疑から

仙北市育英奨学資金の今後の財源について
質問　育英奨学基金繰出金について、令和４年度は 60 件と
年々増加傾向にある。この事業は、若者対策として継続して
いただきたいが、今後の財源について当局の考えを問う。
答弁　予算的な部分で担当課としても気になるところではあ
るが、財政課等にこの事業の良さや効果を強く伝えながら協
議し、できるだけ継続していきたいと考えている。

ふるさと納税の返礼品作りについて
質問　ふるさと納税ふるさと便事業費について、様々なケー
スを想定し、米以外の魅力ある返礼品作りが必要と考えるが、
どのように考えているのか。
答弁　総務省の専門アドバイザーからもアドバイスをいただ
き、様々な事業者に交渉に回っている。昨年から始めた旅先
納税については、事業者を回り加入促進を図っている。

■昨年から始まった旅先納税の電子ギフト
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令和4年度病院事業会計決算を全会一致で認定
～病院の未収金制度の在り方と経営改善について議論～

病院事業会計の未収金に関する意見
　未収金の中で、古いものは 30 年以上も前のものもあり、回収の
見込みも不明である。他の債権と違い、不能欠損処理の取り扱
いが難しいかもしれないが、決算としては、回収できるものを未
収金として計上するのが普通であり、その判断がきちんとできる方
法を、今後検討し改善して頂きたい。
病院事業の経営改善に関する意見
　純損失で３億 2,800 万円ほど。累積で 66 億 2,500 万円程の多
額の欠損金となっている。人口減少とともに、ますます厳しい病
院経営になると思うが、抜本的な病院の経営改善を図り、しっか
りと市民の命と健康を守るとともに、両病院を存続して頂きたい。
　慎重審査の結果、上記の意見を付して全会一致で認定すべき
ものと決定いたしました。

令和４年度 仙北市病院事業会計決算　単位：千円

角館病院 田沢湖病院 合　計

医業収益 3,039,737 580,796 3,620,533

医業費用 3,895,423 870,650 4,766,073

医業利益 △ 855,686 △ 289,854 △ 1,145,540

医業外収益 677,252 314,540 991,792

医業外費用 146,306 39,890 186,196

経常損失 △ 324,740 △ 15,204 △ 339,943

特別利益 6,866 4,801 11,667

特別損失 0 0 0 

純損益 △ 317,874 △ 10,403 △ 328,277

市民福祉常任委員会

■令和5年度　市民福祉部関係の一般会計補正予算　主な内容
通知・個人番号カード関連事務費 785万円 各種証明書をコンビニで発行しているサーバー更新費用

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 15万円 助成対象者が当初予算より増えたため追加の補正費用

新型コロナワクチン接種体制確保事業費 49万円 ワクチン接種会場に設置する車椅子とシルバーカーの購入費用

多
額
の
※「
不
用
額
」が
で
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て

※
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
結
果
と
し
て
使

用
す
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
額

質
問　

民
生
費
の
不
用
額
が
約
２
億
８
，
９
０
０
万
円

に
つ
い
て
、
市
民
個
人
へ
の
支
給
が
多
い
民
生
費
で
あ

る
が
、
市
民
に
し
っ
か
り
と
行
き
届
い
て
い
る
か
。

答
弁　

民
生
費
は
、
歳
入
と
し
て
国
庫
金
の
占
め
る

割
合
が
多
く
、
予
算
要
求
時
点
で
支
給
対
象
者
や
対

象
世
帯
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
交
付
後
は
増
額
で
き

な
い
た
め
、
余
裕
を
持
た
せ
た
予
算
要
求
で
あ
る
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。
支
給
対
象
者
に
は
、
個
別
の
通

知
や
様
々
な
周
知
媒
体
に
よ
り
周
知
し
、
支
給
漏
れ

の
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

保
健
衛
生
費
の
不
用
額
約
１
億
４
，
７
０
０

万
円
に
つ
い
て
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

予
防
費
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
委
託
料
で

あ
り
、
市
と
し
て
も
な
る
べ
く
沢
山
の
市
民
の
方
に

予
防
接
種
を
受
け
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ

れ
に
対
す
る
十
分
な
予
算
措
置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
接
種
率
が
低
調
だ
っ
た
た
め
不
用
額
が

発
生
し
て
い
る
。
今
後
は
各
部
署
の
デ
ー
タ
を
し
っ

か
り
収
集
し
適
切
な
予
算
編
成
に
努
め
て
い
く
。

委
員　

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
施
策
だ
と

思
う
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
足
り
な
い
状
況
は

防
ぎ
つ
つ
、
あ
ま
り
不
用
と
な
ら
な
い
予
算
執
行
を

お
願
い
し
た
い
。

　9 月定例会の市民福祉常任委員会では、令和５年度一般会計補正予算及び令和４年度決算について審査さ
れました。高齢難聴者補聴器購入費助成の追加予算や、マイナンバーカードでの各種証明書等を全国のコン
ビニで発行しているサーバー更新費用など多岐にわたり議論されました。

今年度の新規事業
高齢難聴者補聴器購入費助成 ５人分を追加補正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
関
る
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■経営改善に向けた「公立病院経営強化プラン」を策定中の病院事業
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令和４年度 公営企業会計決算を認定　    単位：千円

会 計 名 事 業 名 収 入 支 出
収 支
差 引 額

企 業
債 残 高

公営
企業会計

温泉事業 47,344 47,399 △ 55 109,615

水道事業 461,904 592,047 △ 130,143 3,755,089

下水道事業 809,672 901,462 △ 91,790 5,444,999

仙北市議会だより

令和４年度 公営企業会計決算認定の主な質疑
温泉事業　滞納繰越が７戸で 330 万円あるが、一番古いも
のでいつからのものか。また、いつ頃完納予定か。
答弁　一番古いもので平成 25 年から令和２年度までの分
で３施設分となっている。しかし年々分割で納めていただ
いており減ってきている状況である。何年までに完納か明
言はできないが２施設は月々２万円、１施設は月々５千円
ずつ納めていただいており、今年度はどこも不履行なく納
めていただいている。
水道事業　山谷川崎地区と卒田地区の建設改良工事はどの
ような状況か。また既に工事が完了しているとすれば加入率
はいくらか。
答弁　令和４年度で山谷川崎地区は工事が完了し給水が始
まっている。卒田地区は令和７年度まで工事が実施予定だ
が一部完成した区間は給水が始まっている。工事が完了し
ている山谷川崎地区に関しての加入率は、令和５年９月現
在で人口割にして約 33.3％である。
下水道事業　流域下水道維持管理負担金が 600 万円ほど増
えているが何か特別な要因があるのか。
答弁　特別な要因はない。施工具合により、年度ごとの負
担金額が変わる仕組みとなっている。

産業建設常任委員会

　９月定例会の産業建設常任委員会では、主に令和５年度一般会計補正予算や令和４年度一般会計歳入歳出
決算認定及び令和４年度の温泉・水道・下水道事業決算について審査されました。一般会計補正予算では、
社会資本整備総合交付金の配分率が確定し、事業費が１億７千万円程減額になりました。

今年度の社会資本整備総合交付金の配分率確定
対象事業費約１億７千万円が減額

田
沢
湖
駅
前
広
場
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

質
問　

過
去
に
修
繕
し
た
経
緯
が
あ
る
の
か
。
定
期
的
に
修

繕
す
る
も
の
な
の
か
伺
う
。

答
弁　

本
格
的
な
修
繕
は
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
４

～
５
年
に
分
け
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
本
管
の
修
繕
は
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予
算
は
、
本
管
よ
り

も
末
端
に
詰
ま
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
洗
浄
し
て
通
り

を
よ
く
す
る
た
め
の
委
託
費
で
あ
る
。
消
雪
状
況
の
悪
い
と

こ
ろ
か
ら
優
先
し
て
修
繕
し
て
い
く
。

稲
作
低
コ
ス
ト
技
術
等

導
入
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

申
請
件
数
、
採
択
件
数
と
採
択
さ
れ
た
企
業
の
理
由

を
伺
う
。

答
弁　

申
請
3
件
、採
択
1
件
で
あ
る
。県
の
審
査
に
あ
た
っ

て
、
経
営
・
営
業
規
模
、
導
入
機
械
な
ど
採
択
基
準
と
な
る

加
点
ポ
イ
ン
ト
が
多
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
中
山
間
地
域
で

あ
る
こ
と
も
加
点
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

農
村
施
設
管
理
運
営
費
に
つ
い
て

質
問　

紙
風
船
館
広
場
舞
台
屋
根
の
現
状
と
工
事
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
25
枚
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
落
下
し
て
壊
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
関
係
も
あ

り
、
屋
根
が
雨
漏
り
を
し
て
い
る
。
本
事
業
で
は
パ
ネ
ル
撤

去
、
処
分
と
雨
漏
り
の
修
繕
を
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和5年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算 主な内容
低コスト技術等導入支援事業費 547万円 米生産の省力化、省人化のスマート農機等の導入に支援事業費

農村施設管理運営費 243万円 上桧木内地区紙風船館広場舞台屋根のパネル撤去と屋根の修繕費

田沢湖駅前広場維持管理費 394万円 無散水消雪施設の放熱管洗浄にかかる委託費

上桧木内の紙風船上げ事業費 31万円 燃油代高騰により会場除雪・警備等にかかる委託費の不足分を増額

潟前山森林公園等管理運営費 84万円 コテージのシャワー等の故障による修繕費

道路新設改良費 △1億456万円 社会資本整備総合交付金事業費（交付金配分率確定による減額）

雪寒地域建設機械整備費 △6.666万円 社会資本整備総合交付金事業費（交付金配分率確定による減額）
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一
般
質
問
は
、
市
民
の
声
を

市
政
に
届
け
る
絶
好
の
機
会
で

あ
り
、
市
民
の
顔
が
見
え
て
の

質
問
に
は
力
が
入
り
ま
す
。

　

８
月
４
日
に
議
員
全
員
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
旧
角
館
総
合

病
院
解
体
と
旧
管
理
棟
に
本
庁

舎
機
能
を
持
た
せ
る
本
庁
舎
移

転
案
が
当
局
か
ら
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
旧
角
館
総
合
病
院
は
、

観
光
地
と
し
て
の
美
観
を
損
ね

て
い
る
。
合
併
特
例
債
を
使
う

こ
と
で
、
旧
病
院
解
体
と
旧
病

院
管
理
棟
に
本
庁
舎
移
転
案
は

一
石
二
鳥
と
な
る
。
市
民
か
ら

は
、
12
月
議
会
で
本
庁
舎
移
転

条
例
改
正
は
拙
速
す
ぎ
る
。
丁

寧
な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。
市

長
は
、「
理
解
得
ら
れ
る
よ
う

に
説
明
を
し
、
意
見
も
聞
く
が

一
人
ひ
と
り
の
意
に
沿
わ
な
い

こ
と
も
あ
る
。
最
後
は
市
長
で

あ
る
私
が
決
め
る
。」
と
。

　

本
庁
舎
の
位
置
を
変
え
る
条

例
改
正
に
は
、
議
員
定
数
の
３

分
の
２
以
上
の
議
員
の
同
意
が

必
要
で
す
。
近
年
70
人
程
の
出

生
数
か
ら
見
て
も
あ
ら
ゆ
る
産

業
の
担
い
手
不
足
は
目
に
見
え

て
い
ま
す
。
今
、
と
る
べ
き
施

策
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

月 日 会議等名 欠席

7

2 仙北市消防訓練大会

5 全国市議会議長会 地方財政委員会

5 市民との意見交換会 １名

7 行政視察受け入れ：茨城県ひたちなか市議会

10 行政視察受け入れ：東京都小平市議会

12 議会広報編集特別委員会 １名

12 行政視察受け入れ：広島県広島市議会

18 議員有志行政視察：山形県遊佐町へ～ 19 日

20 秋田県市議会議長会 定例会

21 議会広報編集特別委員会 ２名

26 秋田県市議会議長会 実行運動

8

4 議員全員協議会 ２名

9 秋田県後期高齢者医療広域連合議会

15 仙北市二十歳の集い

17 県南地域市議会議長懇談会

18 産業建設常任委員会協議会

22 市民福祉常任委員会協議会 １名

22 総務文教常任委員会協議会

28 会派代表者会議

28 議会運営委員会

30 仙北市戦没者追悼式

9

4
９月定例会～ 29 日

【市議会だより P2 ～ P4 参照】
２名

13 議会広報編集特別委員会

15 仙北市林活議員連盟

26 議会運営委員会

27 議員全員協議会

デジタル田園都市国家構想交付金を活用した事業
　デジタルの力で地方の暮らしをより良いものにし、豊か
な生活を実現しようとする国の施策に応募して、見事に選
定され、にしき園の介護職員の腰の負担を軽減するために、
アシストスーツが 10 着納品されました。
　早速、市民福祉常任委員会で試着してみました。

仙北市議会の主な動き  ７月～９月 にしき園に介護用アシストスーツ導入

◇意外に軽くてびっくりです。
　片手で軽々持てます（約 2kg）

※定価が１着 38 万 2,800 円（税込）

◇いざ、装着してコピー用紙を
床から持ち上げました。

◇荷物そのものが軽く感じるわ
けではありませんでした。

※持ち上げる力は必要です。
◇特に、中腰の時にグイっと腰

を支えてくれる感じです。
◇センサーが姿勢を検知して

モーターの力で腰をサポート
してくれるそうです。

※これは楽です欲しくなりまし
た。

（介護用として50～75％補助あり）

教
育
委
員
会
委
員

坂　

本　

佐　

穂
【
再
任
】

（
角
館
町
水
ノ
目
沢
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

伊　

藤　

一　

彦
【
新
任
】

（
西
木
町
上
荒
井
字
古
堀
田
）

鶴　

田　

和　

則
【
新
任
】

（
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野
）

菅　

原　

一　

正
【
新
任
】

（
角
館
町
雲
然
荒
屋
敷
）

農
業
委
員
会
委
員

藤　

川　

健　

栄
【
新
任
】

髙　

橋　
　
　

健
【
新
任
】

門　

脇　

富
士
美
【
新
任
】

藤　

村　

隆　

清
【
再
任
】

荒
木
田　

浩　

生
【
再
任
】

千　

葉　

智　

永
【
再
任
】

藤　

村　

紀　

章
【
再
任
】

髙　

槗　

政　

敏
【
再
任
】

大　

石　
　
　

知
【
再
任
】

佐　

藤　

孝　

典
【
再
任
】

鈴　

木　

八
寿
男
【
再
任
】

青　

柳　

良　

信
【
再
任
】

草　

彅　

良　

孝
【
再
任
】

小　

玉　
　
　

均
【
再
任
】

齋　

藤　

瑠
璃
子
【
再
任
】

佐　

藤　

一　

也
【
再
任
】

小
田
島　

比
左
子
【
再
任
】

人
事
案
件

（
敬
称
略
）

編
集
後
記

この部分を膝の下 ( ふくらは
ぎの上部 ) に巻きます。

この部分にモーターが入って
います。これを背負います。
　（充電式：連続４時間稼働）


